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研究成果の概要（和文）：　スペイン領メキシコで取引されていた商品とその支払いに使われたモノを、主とし
て商人が作成した帳簿に依拠することを目指した。
　スペイン植民地研究において、商人の帳簿は、未活用の資料であるため、まず帳簿の収集をおこない、その研
究法について模索した。それぞれのフォーマットについて研究した結果、フォーマットの地域や時代的なばらつ
きがあきらかになり、そのうち比較的フォーマットが類似するものを選んで、その内容のデータベース化を試み
た。その結果、特定の有力商品を中心的に分析する従来のアプローチでは捨象されている、各種商品の小額の取
引や、貨幣以外の支払いが総量としては無視できないことがわかった。

研究成果の概要（英文）：The research intends to analyse the means of payments and the goods traded 
in Spanish Mexico, relying mainly on the accounting records kept by merchants.
Because such accounting books have not been conserved systematically and their importance is 
neglected by the Spanish colonial historians, the first step of this research consists in collecting
 these records dispersed widely in various archives. The second step is aimed at understanding the 
characteristics of the collected materials and establishing methods of analysis. This examination 
reveals the great divergence of their formats depending on their time periods and regions. For our 
convenience, we selected the records with relatively similar formats, so that we could extracted the
 homogeneous data. Finally, We analyse those data and find the importance of numerous products 
traded in small quantity and variety of payment methods used in such transactions.

研究分野： 中南米史、大西洋史

キーワード： メキシコ史　会計史　植民地

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　植民地メキシコの貿易品では銀が重要視されている。しかし、銀には多様な流通形態があるうえに、銀以外に
も多種の商品が取引されているため、そうした多様性のなかで銀の役割を再検討する必要がある。そこで、この
研究では、そうした多様な商品や支払い手段が詳細に記録されている、商人の作成した帳簿に依拠しながら、こ
の多様性を解明することを試みた。その成果としては、（1）従来未活用だった商業帳簿の特徴を明らかにし、
その利用法を考案したこと、（2）銀貨で記載されていても、実際に銀貨で決済されていないケースが多いこ
と、（3）多様な小額取引があり、その総量は無視できない規模であること、が挙げられる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 スペイン領アメリカの商業的取引に関する研究では、銀をはじめとする貴金属の採掘・精錬・
加工・取引に関する分析が主軸となる傾向があった。銀は、スペイン領アメリカ地域において
最重要の生産物であり、しかも世界規模で流通して、大きな影響力を持っていたため、この生
産物に注目が集まったのは当然のことである。しかし、ここ数十年の間に、ひとつの地方の社
会経済を文書館史料に依拠して実証的に研究したモノグラフが多く発表されるようになり、よ
り精度の高い地方史理解が進展するようになると、貴金属以外の産品が重要である地域も多い
ことが指摘されるようになった。さらに、物質文化やグローバルヒストリーへの関心の高まり
によって、コチニール染料、カカオ、タバコ、といった多様な産品のグローバルな流通にも目
が向けられるようになり、貴金属以外の商品流通への理解も深まりつつある。以上のような研
究の流れは、貴金属流通を中心としない植民地社会経済のありかたを理解することを可能にし
つつある。しかし、こうした研究群は、ひとつの地域、もしくはひとつの産品に限定した分析
に留まっている、という限界を抱えている。このため、複数の地域にまたがる研究や、流通す
る商品の多様性に着目することで、商品流通のより総合的な理解を図ることが、求められるよ
うになっている。 
 
２．研究の目的 
 1．のような背景を踏まえ、本研究では、メキシコのいくつかの地域の商業的特徴を、商品
流通の多様性に着目しながら、解明することを目指した。そのために、特定の地方を選び出し、
その地方で銀以外にはどのような商品が生産・消費・取引されているのか、を把握することを
試みた。さらに、それぞれの商品が、ほかの商品と比較してどの程度流通しているのか、さら
には、それぞれの商品が、その地方のどこででどのように生産されているのか、あるいはどこ
から持ち込まれ、どのように消費されているのか、といったことについての理解を深めること
を目指した。 
 
３．研究の方法 
 多様な商品流通を理解するためには、そのような多様な商品取引が記録されている史料に依
拠することが必要となる。そのような性格を持つ史料として、本研究が依拠したのは、商人の
作成した帳簿類である。従来の研究の多くは、ある地方の特徴を知るために、徴税記録に基づ
く分析をおこなっていたが、この記録は課税を免れている商品や、あるいは取引規模が少ない
ために記録されない商品や、申告を怠った取引などは反映されていない、という問題点がある。
いっぽう、商業帳簿は、地方全体を俯瞰することは難しいが、少なくとも取引の現場を仔細に
眺め、そこで取引されている商品のすべてを知ることができる、という利点がある。したがっ
て、今回のように商品の多様性に主たる関心がある場合には、利用価値が高い史料だと判断さ
れる。ただし、商業帳簿は、あまり現存していないこともあり、スペイン領アメリカ研究では、
組織的に活用されたことがない。このため、まずそのような帳簿類を収集し、各帳簿の作成法
を理解したうえで、その記載内容をデータベース化することを試み、そのデータを分析するこ
とを目指した。 
 
４．研究成果 
（1）帳簿収集：研究代表者は、アメリカ合衆国オクラホマ州タルサ大学付属ヘルムリッチ研究
所、スペインの国立歴史文書館、国立図書館、海軍博物館（マドリード）、インディアス文書館、
セビリア県立図書館（セビリア）、ブルゴス県立文書館（ブルゴス）、シモン・ルイス財団（メ
ディーナ・デル・カンポ）、メキシコの国立総合文書館、が所蔵する帳簿資料の閲覧、撮影、複
写、収集に努めた。実際に訪問することに加え、オンラインで閲覧可能な史料の閲覧･収集にも
努めた。いっぽう、研究分担者は、グアテマラの中米総合文書館、メキシコの国立人類学歴史
学研究所図書館と大学院大学付属図書館、スペインのインディアス文書館（セビリア）、国立文
書館貴族部門（トレド）で帳簿及び関連史料の閲覧、複写をおこなった。以上のような調査に
よって、16−17 世紀のメキシコ市、プエブラ市、グアダラハラ、チアパス地方の商業帳簿に加
えて、この新大陸側の帳簿との比較対象であると同時に、取引相手でもスペイン側のブルゴス、
メディーナ、マドリード、セビリアの帳簿の情報を収集することができた。 
 
（2）帳簿作成法の比較検討：（1）の帳簿収集と並行して、各帳簿のフォーマットの特定につと
めた。そのために、マドリード国立図書館に所蔵されている会計史関連の書物の閲読をおこな
った。さらにスペイン会計学会の会員、タルサ大学付属ヘルムリッチ研究所員と意見交換をお
こなった。その結果、スペイン北部で収集した帳簿の多くは 16世紀後半に作成されたものであ
ること、その多くが複式簿記法に則っていることが判明し、しかもこの作成法がかなり広く普
及していることが確認できた。こうした基礎的事実に確認に加えて、ブルゴスやメディーナで
作成された帳簿において、複式簿記法が具体的にどように活用されているかを検討した。その
結果、双方に共通するルールがあるいっぽうで、商品名や仕訳項目、単位などにばらつきがあ
ることが判明した。したがって、一定のルールは共有されているものの、帳簿ごとあるいは商
人ごとに異なる個別の特徴が考慮する必要性が明確になった。 
以上の作業と並行して、メキシコ側の帳簿や、その由来元であると思われるセビリアの帳簿



を、スペイン北部の帳簿と比較する作業をおこなった。その結果、16世紀スペイン北部の帳簿
と、17世紀セビリアおよびメキシコの帳簿では、作成法がまったく異なるという結論が得られ
た。具体的にメキシコやセビリアで 17 世紀に作成された帳簿は、複式簿記法に則ったものでは
なく、取引相手ごとに債務債権を整理した、いわゆる人名勘定方式が採用されていることがわ
かった。これは、先行研究ではまったく指摘されていない、新しい発見であるため、スペイン
会計学会で報告をおこなった。 
続いて、セビリアとメキシコの帳簿の比較をおこなった。その結果、数や重さ、貨幣の単位

や記載法については、ヴァリエーションが大きいことが分かった。また、メキシコの帳簿は体
系的に保存されておらず、たとえば複数作成された帳簿のうちの一冊だけが保存されていたり、
その一冊にも脱落ページがあったり、そもそも製本されないままのバラバラの紙に記載されて
いるために散逸しているものも多く、体系的な情報分析が難しいことも明確になった。 
 
（3）データベースの構築：（2）の結果から、どのようなデータベースの設計が可能なのかを検
討した。まず、スペイン北部とメキシコの帳簿フォーマットでは大きく異なるため、両者を同
一フォーマットのデータベースで扱うことは難しいと判断し、今回のデータベース設計にはス
ペイン北部のものは含めないことにした。また、メキシコ側では、氏名や商品名、さらに重さ
や長さの単位にヴァリエーションがあるため、それぞれの表記を入力する欄だけでなく、便宜
的な統一名称や単位に還元・換算することを決めた。この調整を加えて、取引者氏名、取引相
手名、商品名、還元した商品名、商品量（実際の単位と、換算後の単位）、価格情報、支払い形
態、取引相手、日付、場所の情報を共通項目として、データベース入力することをおこなった。 
とくに手間がかかったのは、商品名の集約と、貨幣単位の解明である。前者については、商

品は、取引者によって、分類の細かさが異なるため、これをひとつの商品に集約すると地方の
特性が失われるためである。したがって、単純に商品名を入力するわけにはいかず、現実にそ
の地方でどのような生産体制が構築されており、商品の区別にどのような意義があるのかを特
定する必要があることがわかった。残念ながら、そのような生産体制まで検討することは、今
回の研究期間内におこなうことは難しかったので、今回はそのような地方的な差異を、商品区
分から研究することは断念し、より超地方的な商品名で分類せざるをえなかった。 
 いっぽう、貨幣情報については、銀貨の品質が揃っていないために銀の含有量にバラツキが
あり、価値が一定しないという問題に加えて、インゴットとして流通し、しかもそれぞれの純
度や重量が異なるということが、帳簿の記述から明らかになった。この問題については、背景
を理解する必要があるため、8レアル銀貨の特徴についての先行研究のサーヴェイをおこない、
その注意点を確認した。そのうえで、銀のインゴットはインゴットとしての品質を記すだけで
なく、便宜的に銀貨の単位であるレアルで換算した価格を併記することにした。 
 
（4）データベースの入力結果の分析：今回は、グアダラハラ地方、チアパス地方およびメキシ
コシティの帳簿の部分的なデータベース化を試みた。部分的というのは、まず資料の分量が多
く、時間的な制約のために、データとして入力したのが、任意に選んだ箇所に留まったためで
ある。具体的には、1630 年代のメキシコ市の 1名の貿易商の帳簿のうち、一冊を選び、その 1
年分について入力をおこなった。それから、グアダラハラ地方の 18世紀初頭の帳簿、チアパス
地方では 17 世紀の財務記録について、部分的な入力をおこなった。この二冊については、もと
もとの資料が断片的であることに加えて、データベースの入力項目のすべてが揃ったエントリ
ーばかりではないという制約があるために、より入力項目が多く揃っているエントリーを選別
する作業をおこない、そのなかから任意のエントリーを選び出し、時間の許す限り順番に入力
した。 
以上の手順から明らかなように、データベースの内容は、ごく部分的なサンプルデータとい

う特徴を免れない。サンプルではあるものの、その分析からは、いくつかの重要な結果が得ら
れた。まず、貨幣で表記されているが、実際には貨幣で支払われず、帳簿上の相殺で処理され
ている場合が多くあることが明らかになった。その場合には、libranza や vale といった書き
付けが使われていることが多い。しかもこの書き付けが、商人の使用人によって運搬されてい
ることも明らかになった。したがって、商品の支払いについては、貨幣そのものではなく、人
を使って帳簿情報を操作することが多く、実際に銀が流通していることを前提とした従来の理
解に対して疑問を投げかける結論が得られた。また、取引される商品については、取引額の小
さい商品が非常にたくさんあり、ロングテール型の分布を示すが、これらを集計すると、その
合計額が全体の取引の半分を超えることもあり、無視できない規模であることが明らかになっ
た。したがって、銀の取引が大きいことは確かであるが、その水面下には、明らかに銀を介さ
ない取引や、銀以外の多様な商品の取引が重要な役割を果たしていることが明らかになった。
この成果の一部分は、ハンガリーにおいてラテンアメリカ経済史の研究者を前に報告した。 
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